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                                                        　　　  社会福祉法人　能登福祉会　�

                                                                   　　家族会会長　　石田　精蔵�

�

�

　前略　あっとほーむ若葉　家族会の皆様、こんにちは。石田精蔵で御座居ます。�

　日頃は会員の皆様方に支えられながら何とか大役を務めさせて居るのが現状で

御座居ます｡�

　七尾城山園からあっとほーむ若葉に名実共にすばらしい施設が完成いたしました｡

私達家族会に致しましてもうれしいかぎりです。ささやかなお祝いの品でもと想

って居る所で御座居ます。何とぞ宜しくお願い申し上げます。�

　入居されてる家族の方又身内の方の為につくす事が家族会に課せられた、いえ、

人間として重んずる道ではなかろうかと思います。私も入居されてる皆様とほぼ

同等の年齢のせいでしょうが、会合に来るたび又皆様の元気なお姿をみるたびに

ただ何となく心の底からうれしさがこみあがって来る今日この頃で御座居ます。�

　今後共家族会の皆様と一丸となってがんばりたく思ふわけで御座居ます。�

 H.15年度 家族会総会より�
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社会福祉法人　能登福祉会�
あっとほーむ若葉　�

副施設長　西　　基久�
�

　　人間として、仕事として成すべきこと�
�

　社会福祉法人能登福祉会「あっとほーむ若葉」では、高齢者福祉

事業として、主に特別養護老人ホームと養護老人ホームの運営を行

っています。�

　老人福祉法の基本理念　第１章第２条より ｢老人は、多年にわた

り社会の進展に寄与してきた者として、かつ、豊富な知識と経験を

有する者として敬愛されるとともに、生きがいをもてる健全で安ら

かな生活を保障されるものとする。」とあります。�

　アリストテレスの言葉として、人は「生きること」だけでなく、「よく生きること」を

求める。人間は単に生きるだけでなく、幸せに生きることを求める存在であります。と書

かれています。�

　高齢者はできるだけ自立した状態で介護が必要な場合はそれを受け入れ、自由と尊厳を

維持しつつ人生の目的を追求できる状態を実現すべきであり、社会はそれを達成できるよ

うな体制を作ることに責任があります。�

　高齢者の福祉は、高齢者が日々安心感のなかで「ハリのある自立した生活」を送ること

ができるように支援していくことであると考えます。自立とは、単なる身体的な自立だけ

をいうものではない。加齢によりADLが低下し、他人の援助を受け入れつつも、自分の

人生や生活のあり方を自己の責任において決定していくこと（決定の自立）が重要である。

また、同時に大事なことは、高齢者自らが社会との関わりの中で生きていくことである。�

　福祉施設において入居者の高齢化、介護度のアップが進む中、「個別」、「生活リズムの

尊重」、「生活の中のケア」、「関係性の尊重」を基本としてケアサービスの体系を進め、更

なる発展形として、入居者のQOL の向上と多機能ケアによる要介護度の改善を目指し「何

が生活の質を作るのか、質が向上するというのは、どのような場合か」など、分析しなが

ら方法論、条件などを整理し、積極的に介護の体系化を図ることが必要で、大切なことだ

と思います。�

　利用者の自己決定に基づき目標を共有し、施設のあらゆる生活場面を通して、スタッフ

を含めたチームケアにより「機能訓練」を実施し、要介護度の進行（重度化）を出来る限

り防ぐことに努めています。�

　私たちの役割として、単に入居者を受け入れるのではなく、前述の内容を達成すべく日々

努力しなければならないのです。�

　話しは変わりますが、なぜ「老人」ではなく、「高齢者」と呼ぶようになったのか。法

令等では、老人福祉法（昭和38 年）、老人保健法（昭和57 年）のように老人○○法とな

っていましたが、平成元年に策定されたゴールドプランの正式名称から「高齢者保健福祉

推進10か年戦略」となり、その後制定された法令等は「高齢者」と転換されています。�

　「老」をひも解くと、としより。70 歳以上。60 歳以上。または50 歳以上をいう／長者

の尊称／家老。公卿の長。諸侯の長。家臣の長／年をとり高徳の人／古くなる。昔からの

／経験を積む…等尊敬の意味が込められています。�

　結局、「老人」と「高齢者」のどちらというよりは、いかに　“ご老人”を尊敬し、接す

るかが肝心であるかと考えます。�

　地域の皆様、入居されている皆様、ご家族が加入されている家族会の皆様のご理解があ

ってこそ、あっとほーむ若葉がここまで成長できました。今後も更なる発展を願って、皆

様方のご叱咤ご助言を賜わりますようお願い申し上げます。�
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訪問介護（ホームヘルプサービス）�訪問介護（ホームヘルプサービス）�
毎日の生活を、なるべくご自宅でふだん通りに過ごしたい。そうしたご本人やご家族をサ�
ポートするのが訪問介護サービスです。利用される方の状況や要望に応じて、身体介護と生�
活援助を組み合わせることができ、利用される方に最適な介護を提供致します。�

提供させていただくサービスの内容は下記のとおりです。�
サービスの開始にあたっては、その内容についてご本人又はご家族にご説明し、�
ご要望をお聞きしてからサービスの提供を行います。�

〒926-0014　七尾市矢田町22号七株田12番地５�
TEL.0767ー53ー8704　FAX.0767ー53ー8718

ご利用にあたっては、居宅介護支援事業所で介護サービス計画書（ケアプラン）�
が必要です。�
当施設でも、居宅介護支援事業所がありますのでご利用下さい。�

ヘルパーステーション�

《身体介護》�
○入浴介護……入浴の介助または、入浴が困難な方は体を拭く（清拭）など行います。�
○排泄介助……排泄の介助おむつ交換や自立した排泄が行えるようトイレ誘導等を行います。�
○食事介助……ご利用者の有する能力に応じて快適な食事が行えるよう介助します。�
○体位交換……長時間寝たきりの方等の体位交換や起床、就寝時の介助をします。�

その他、整容介助、洗髪、口腔ケア、足浴介助、寝具の交換に伴う介助、つめきり、�
耳かき、車椅子への移乗介助等�

《生活援助》�
○調　　理……ご自分で調理できない方には、食事の用意を行います。�
○洗　　濯……自宅の洗濯機又は近くのコインランドリーで衣類等の洗濯を行います。�
○掃　　除……居室等の掃除をし、日常生活が快適におくれるよう整理整頓致します。�
○買　　物……日常生活に必要となる物品の買物を代行します。�

その他、薬の受け取り、衣類の入れ替え、ゴミ捨て、生活に関する相談及び話し相手等�
※上記の内容につきましては、ご家族の方やペット等の援助は行いません。�

サービス内容についてもっと詳しく知りたい方、ご利用されたい方はお気軽にお電話下さい。�

サービス�
内容�

利用料金�

利用方法�

生
活
援
助�

サービスに要する時間�

利用料金�

サービスに要する時間�

利用料金�

30分未満�

231円�

30分以上1時間未満�

208円�

1時間以上�
1時間半未満�

584円�

1時間以上�

291円に30分を増す毎に
83円を加算�

30分以上�
1時間未満�

402円�

1時間半以上�
30分増す毎に�

83円�

身
体
介
護�



　あっとほーむ若葉では、七尾美術作家協会様のご好
意により、昨年から貴重な作品を展示させて頂いてい
ましたが、この4月大部分の作品を新しい作品と入れ
替えをさせて頂きました。昨年展示させて頂いた美術
作品も大好評で、今回展示させて頂いています作品も
利用者さんや来訪された方々に楽しんで頂いております。 �
　施設内に展示させて頂いていますので、ご自由にご
鑑賞ください。 �
　七尾美術作家協会員の皆様に心より御礼申し上げます。 �
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おらが春�

麦わら帽子�

忍�

柿の木�

心のともしび�

椿�

そでがえ�

晶子のうた�

七尾まだら�

実を結ぶ�

ハイハイ�

作　者�

山中　英彦�

鳥畑　望州�

久木　遠州�

大地　　統�

平泉　一穂�

清水　聖鵬�

高木　南風�

古田　秀鵬�

村上　鵬雲�

木本　香泉�

村上　順徳�

部　門�

洋画�

書�

書�

洋画�

彫塑�

書�

書�

書�

書�
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作品名�

未来をみつめて�

花�

良寛の歌�

貯木の場の冬�

こども�

夏�

綽々有余裕�

夏は来ぬ�

無�

落花無言�

女（おんな）�

作　者�

他数点の作品を展示する予定です。     　　　　　　　　敬称　略�



�

迫力満点の澄んだ歌声に�
　　　　　癒しの境地でした…。�

４月10日　希望の丘公園（晴天）�
みんなで日なたぼっこや歌を歌っ�
たりと、のーんびり過ごしました。�

５月14日　赤崎いちご園（
『あらー真っ赤な苺』『とっ
と言いながら、笑顔でいち
楽しみました。�
�

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊行　事　予　定＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊�

７月　温泉日帰り旅行　　　10月　松尾天神清掃奉仕　　　12月　縄縫競争�
８月　夏祭り　　　　　　　　＊　　運動会　　　　　　　　　＊　　クリスマスパーティ及び忘年会�
９月　七尾市老人福祉大会　　＊　　七尾市風船バレー大会　　＊　　もちつき�
　＊　　県演芸大会　　　　　　＊　　一泊旅行　　　　　　　１月　新年会、書き初め大会�
　＊　　敬老会　　　　　　　　＊　　りんご狩り　　　　　　２月　節分（豆まき）�
　　　　　　　　　　　　　11月　文化祭　　　　　　　　　＊　　レクリエーション大会（かるた）�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３月　レクリエーション大会（風船バレー）�
�

が来た－！�
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元Xジャパンのメンバー�

元Xジャパンのメンバー�



５月７日　エントランスホールにて�
みんなで摘んだよもぎもち、大好物のあんこに�
きな粉もち。つきたての美味しさに舌鼓。�

５月14日　赤崎いちご園（晴天）�
『あらー真っ赤な苺』『とっても甘いわー』�
と言いながら、笑顔でいちご狩りを�
楽しみました。�
�

�

よ
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し
、�
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ー
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お
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�
あまずっぱあい。�



資金収支
（自）平成14年4月１日　（

勘　定　科　目�

経
常
活
動
に
よ
る
収
支�

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支�

財
務
活
動
に
よ
る
収
支�

収
　
入�

収  

入�

収
入�

支
　
出�

支
　
出�

支
　
出�

介護保険収入�
利用料収入�
措置費収入�
その他の事業収入�
その他収入計�
経理区分間繰入金収入�
経常収入計  ��
人件費支出�
事務費支出�
事業費支出�
　器具什器費�
　その他事業費計�
借入金利息支出�
経理区分繰入金支出�
経常支出計  ��

経常活動資金収支差額　�＝
施設整備等補助金収入�
施設整備等収入計  ��
固定資産取得支出�
　建物取得支出�
　車輌運搬具取得支出�
　器具及び備品取得支出�
　権利�
施設整備等支出計  ��

施設整備等資金収支差額　�
借入金収入�
借入金元金償還補助金収入
財務収入計  ��
借入金元金償還金支出�
　設備資金借入金償還金支
　長期運営資金借入金償還
財務支出計  ��
財務活動資金収支差額　�

当期資金収支差額合計�
　�＝�＋�＋��

前期末支払資金残高　��
当期末支払資金残高　�＋�

入居決定順番の変更及び入居検討委員会の設置について�

　この度、石川県から、「石川県指定介護老人福祉施設入居指針」が発令され、平成15

年4月1日より、石川県内の各施設において統一された入所順番の決定を行うことが通知

されましたので下記のとおりご案内致します。�

　これまでの申し込み順での入所制度は廃止され、平成15年4月1日からは、介護の必要

度合いや家族等の介護状況を一定の評価基準で判断し、入所する必要性が高いと認められ

る方が優先的に入所できるよう変更となりました。�

　そのため、適正な入居順位の判定を行うため当施設において第三者委員を含んだ「入居

検討委員会」を設置し当委員会で入居順位の決定を行うこととなりました。�

　入居指針の概要は下記のとおりです。�

　石川県指定介護老人福祉施設入居指針の概要（今後の入所基準）�

　指定介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の入居について、介護の必要度や家族等

の状況から、指定介護老人福祉施設サービスを受ける必要性が高いと認められる者が優先

的に入居できるよう、一定の評価基準で判断し、入居順番を決定する制度です。入居の必

要性を判断する基準は、「要介護度」「介護者の状況」「介護保険の居宅サービスの利用

状況」及び「痴呆の状況」等をふまえて、各々の点数の合計をもとに、施設の入居検討委

員会で審議し決定する。また、申込者の要介護度等が変更となった場合は「再評価申込書」

を提供してもらい再評価を実施する。�

�

�

　あっとほーむ若葉「在宅介護の手引き」を作成しました�

　介護を必要とされる方ご本人やそのご家族が抱えている介護の不安や�

負担を、少しでも軽減できればと考え、この度「あっとほーむ若葉　在

宅介護の手引き」を作成いたしました。�

　在宅の高齢者のお宅や、在宅サービス利用者のご家族等に無料配布し

て少しでもお役に立てればと計画しております。また、施設の受付でも

配置しますのでご利用の場合はご自由にお持ち帰りください。�

　在宅での介護のハンドブックとしてお役に立てて頂ければ幸いに思い

ます。また、介護について知りたいこと、教えて欲しいことがありまし

たら、何なりとお気軽にご連絡してください。お待ちしております。�

　　　　　　　　　　　　　　　　あっとほーむ若葉　スタッフ一同�



平成14年度決算速報�
資金収支計算書�

（自）平成14年4月１日　（至）平成15年３月31日  

事業活動収支計算書�
（自）平成14年4月１日　（至）平成15年３月31日  

勘　定　科　目� 単位：千円�

経
常
活
動
に
よ
る
収
支�

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支�

事
業
活
動
外
収
支
の
部�

財
務
活
動
に
よ
る
収
支�

収
　
入�

収  

入�

収
入�

支
　
出�

支
　
出�

支
　
出�

介護保険収入�
利用料収入�
措置費収入�
その他の事業収入�
その他収入計�
経理区分間繰入金収入�
経常収入計  ��
人件費支出�
事務費支出�
事業費支出�
　器具什器費�
　その他事業費計�
借入金利息支出�
経理区分繰入金支出�
経常支出計  ��

経常活動資金収支差額　�＝�－��
施設整備等補助金収入�
施設整備等収入計  ��
固定資産取得支出�
　建物取得支出�
　車輌運搬具取得支出�
　器具及び備品取得支出�
　権利�
施設整備等支出計  ��

施設整備等資金収支差額　�＝�－��
借入金収入�
借入金元金償還補助金収入�
財務収入計  ��
借入金元金償還金支出�
　設備資金借入金償還金支出�
　長期運営資金借入金償還金支出�
財務支出計  ��
財務活動資金収支差額　�＝�－��

当期資金収支差額合計�
　�＝�＋�＋��

411,975�
1,595�

152,936�
5,726�
11,114�
21,492�
604,838�
285,610�
100,370�
156,471�
47,456�
109,014�
7,336�
21,492�
571,276�
33,559�
333,925�
333,925�
620,156�
601,664�
1,000�
17,457�
35�

620,156�
－286,231�
1,013,000�
13,102�

1,026,102�
61,608�
41,168�
20,440�
61,608�
964,494�

�
711,822

勘　定　科　目� 単位：千円�

事
業
活
動
収
支
の
部�

特
別
収
支
の
部�

収
　
入�

収 

入�

支
　
出�

支 

出�

収 

入�

支 

出�

介護保険収入�
利用料収入�
措置費収入�
その他の事業収入�
その他収入計�
借入金元金償還補助金収入�
事業活動収入計  ��
人件費支出�
事務費支出�
事業費支出�
　器具什器費�
　その他事業費計�
減価償却費�
事業活動支出計  ��

事業活動収支差額　�＝�－��
受取利息配当金収入�
経理区分間繰入金収入�
事業活動外収入計  ��
借入金利息支出�
経理区分間繰入金支出�
事業活動外支出計  ��

事業活動外収支差額　�＝�－��
経常収支差額　�＝�＋��
施設整備等補助金収入�
国庫補助金等特別積立金取崩額�
特別収入計  ��
国庫補助金等特別積立金積立額�
特別支出計  ��
特別収支差額　�＝�－��

当期活動収支差額合計�
　�＝�＋��

411,976�
1,595�

152,935�
5,726�
11,097�
13,102�
596,431�
285,610�
100,370�
156,471�
47,456�
109,014�
60,795�
603,246�
－6,815�

17�
21,492�
21,509�
7,336�
21,492�
28,828�
－7,319�
－14,134�
333,925�
31,097�
365,022�
382,731�
382,731�
－17,709�

�
－31,843�

�

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支�

財
務
活
動
に
よ
る
収
支�

勘　定　科　目� 単位：千円�

経
常
活
動
に
よ
る
収
支�

収
　
入�

収
入�

収
入�

支
　
出�

支 

出�

支 

出�

介護保険収入�
利用料収入�
措置費収入�
その他の事業収入�
その他収入計�
経理区分間繰入金収入�
経常収入計  ��
人件費支出�
事務費支出�
事業費支出�
借入金利息支出�
経理区分間繰入金支出�
経常支出計  ��

経常活動資金収支差額　�＝�－��
施設整備等補助金収入�
施設整備等収入計  ��
固定資産取得支出�
　車輌運搬具取得支出�
　器具及び備品取得支出�
施設整備等支出計  ��

施設整備等資金収支差額　�＝�－��
借入金元金償還補助金収入�
財務収入計 ��
借入金元金償還金支出�
　設備資金借入金償還金支出�
　長期運営資金借入金償還金支出�
財務支出計  ��
財務活動資金収支差額　�＝�－��

当期資金収支差額合計�
　�＝�＋�＋��

431,920�
1,943�

152,190�
5,347�
8,888�
26,302�
626,590�
311,551�
104,137�
118,761�
6,208�
26,302�
566,959�
59,631�

0�
0�

4,311�
1,300�
3,011�
4,311�
－4,311�
33,102�
33,102�
88,422�
67,982�
20,440�
88,422�
－55,320�

�
0�
�

前期末支払資金残高　��
当期末支払資金残高　�＋��

－527,519�
184,303�

�

前期繰越活動収支差額　��
当期末繰越活動収支差額　�＋��

318,138�
286,295

（
自
）平
成
15
年
4
月
１
日
　（
至
）平
成
16
年
３
月
31
日�

平
成
15
年
度
　
資
金
収
支
予
算
書�

�



介護報酬の改定に伴う利用者負担金の変更について�介護報酬の改定に伴う利用者負担金の変更について�
　平成15年４月１日より、介護保険サービス事業者への介護報酬の見直しが行われ、金額が改定されたこと�

に伴い、サービスを利用した方の負担金（利用料）が変わりましたので以下のとおりご案内致します。�

日常生活に常に介護が必要で、在宅での適切な介護が困難な方の生活の場です。要介護認定１～５�
の方が利用できる介護保険施設です。�

＊＊＊＊＊特別養護老人ホーム（定員100名）＊＊＊＊�

1日あたり利用料金（食材料費/1日あたり780円を含む）�

要介護度１　  ￥1,588�
要介護度２　  ￥1,633�
要介護度３　  ￥1,677�
要介護度４　  ￥1,722�
要介護度５　  ￥1,766

改訂前�
要介護度１　  ￥1,469�
要介護度２　  ￥1,540�
要介護度３　  ￥1,610�
要介護度４　  ￥1,681�
要介護度５　  ￥1,751

改訂後�

��

家庭で療養するお年寄りなどが、短期間施設に宿泊しながら、介護や機能訓練を受けることができ�
ます。介護者の介護疲れや病気や旅行などで一時的に介護ができない時などにご利用ください。要�
介護認定　要支援～要介護度５の方が利用できます。�

＊短期入所生活介護（ショートステイ）（定員20名）＊�

自分にあった介護サ－ビスを有効に利用するためには、介護サービス計画（ケアプラン）を立てる�
必要があります。当事業所の専門スタッフが利用者やご家族と話し合い、その方にあった介護サー�
ビス計画を立て、各サービス事業者との連絡調整も行います。利用料金は従来どおり無料です。�

＊＊＊＊＊＊居宅介護支援事業所＊＊＊＊＊＊�

1日あたり利用料金（食材料費/1日あたり780円を含む）�

要　支　援　  ￥1,706�
要介護度１　  ￥1,734�
要介護度２　  ￥1,779�
要介護度３　  ￥1,823�
要介護度４　  ￥1,868�
要介護度５　  ￥1,912

要　支　援　  ￥1,589�
要介護度１　  ￥1,633�
要介護度２　  ￥1,704�
要介護度３　  ￥1,774�
要介護度４　  ￥1,845�
要介護度５　  ￥1,915

改訂前� 改訂後�

��

旧措置入所者（介護保険制度以前の入居�

者は料金体系が若干異なります。）�

ホームヘルパーが在宅で生活されている高齢者の自宅に訪問し、身体介護や身の回りのお世話等の�
生活の援助を行います。�

＊＊＊＊訪問介護（ホームヘルプサービス）＊＊＊＊�

1回あたり利用料金�

サービスに要する時間　　  　料金�
30分未満の場合　 　　　　　￥210�
30分以上１時間未満の場合 　￥402�
１時間以上の場合　　 　　　￥584�
以降30分を増すごとに￥219を加算�

改訂前� 改訂後�

��
身
体
介
護�

サービスに要する時間　　  　料金�
30分未満の場合　　　　　　￥231�
30分以上１時間未満の場合　￥402�
１時間以上１時間30分未満の場合　￥584�
以降30分を増すごとに￥83を加算�

身
体
介
護�

サービスに要する時間　　  　料金�
30分以上１時間未満の場合 　￥153�
１時間以上の場合　　 　　　￥222�
以降30分を増すごとに￥219を加算�

��
家
事
援
助�

サービスに要する時間　　  　料金�
30分以上１時間未満の場合 　￥208�
１時間以上の場合　　 　　　￥291�
以降30分を増すごとに￥83を加算�

生
活
援
助�

　
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
自
分
が
で
き
る
よ
う

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
、
か
な
り
大
き

い
事
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
出
来
な
い
事
が
出
来

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
も
っ
と
利
用
者
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
介
護
が
で
き
ま
す
。
目
標
は
私
が
い
た
ら
和
む

わ
と
、
言
っ
て
も
ら
え
る
事
で
す
。�

訪
問
介
護
員
　
　
　
　
　
長
井
　
志
津
夜�

　
社
会
人
と
し
て
、
介
護
者
と
し
て
吸
収
で
き
る
も

の
は
何
で
も
吸
収
す
る
よ
う
努
め
、
皆
さ
ん
に
信
頼

し
て
も
ら
え
る
責
任
感
の
あ
る
ワ
ー
カ
ー
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
、

戸
惑
う
事
も
多
い
で
す
が
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

特
養
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
　
　
　
関
　
佑
利
子
　�

特
養
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
　
　
浜
高
　
　
拓
也�



　
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
自
分
が
で
き
る
よ
う

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
、
か
な
り
大
き

い
事
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
出
来
な
い
事
が
出
来

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
も
っ
と
利
用
者
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
介
護
が
で
き
ま
す
。
目
標
は
私
が
い
た
ら
和
む

わ
と
、
言
っ
て
も
ら
え
る
事
で
す
。�

訪
問
介
護
員
　
　
　
　
　
長
井
　
志
津
夜�

あっとほーむの新しい顔です。�

　
社
会
人
と
し
て
、
介
護
者
と
し
て
吸
収
で
き
る
も

の
は
何
で
も
吸
収
す
る
よ
う
努
め
、
皆
さ
ん
に
信
頼

し
て
も
ら
え
る
責
任
感
の
あ
る
ワ
ー
カ
ー
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
、

戸
惑
う
事
も
多
い
で
す
が
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

特
養
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
　
　
　
関
　
佑
利
子
　�

　
利
用
者
の
方
々
が
気
持
ち
よ
く
生
活
し
て
い
け
る

様
に
気
を
配
り
な
が
ら
持
ち
前
の
元
気
と
笑
顔
を
絶

や
さ
ず
接
し
て
い
け
る
様
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
か
ら
色
々
学
ん
だ
り
、
協

力
し
な
が
ら
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
生
経
験
の

短
い
自
分
に
と
っ
て
人
生
経
験
の
長
い
方
々
と
接
す

る
事
で
、
人
生
の
勉
強
が
出
来
た
ら
い
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。�

特
養
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
　
　
　
安
達
　
　
大
哲�

　
私
は
三
年
間
、
歯
科
医
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

患
者
さ
ん
の
歯
の
痛
み
を
聞
い
た
り
、
治
療
の
助
手

を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
人
と
接
す
る
事
が
好
き

な
の
で
介
護
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
分
か
ら
な
い

事
ば
か
り
で
す
が
先
輩
方
に
色
々
教
え
て
頂
い
て
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

特
養
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
　
　
　
柴
田
　
久
美
子�

　
今
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
事
だ
ら
け
で
仕
事
を
覚

え
る
事
で
精
一
杯
で
す
が
、
今
後
は
利
用
者
の
方
々

に
心
か
ら
満
足
し
て
も
ら
え
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
け
る
職
員
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

　
特
養
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
　
　
沖
　
　
　
大
輔�

　
就
職
し
て
最
初
の
頃
は
仕
事
の
流
れ
、
利
用
者
さ

ん
の
顔
等
、
全
然
分
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
し
た
が

今
は
ほ
ん
の
少
し
ず
つ
で
す
が
理
解
す
る
事
が
で
き

良
か
っ
た
で
す
。
全
て
覚
え
る
に
は
時
間
が
か
か
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

　
特
養
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
　
　
岩
崎
　
香
代
子�

　
四
月
か
ら
入
社
し
働
か
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
分
か
ら
な
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
自
分

の
元
気
で
明
る
い
所
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
何
事
に

も
積
極
的
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
挨
拶
を
忘

れ
ず
、
元
気
よ
く
利
用
者
の
方
と
接
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。�

特
養
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
　
　
浜
高
　
　
拓
也�



短期入所生活介
護�

特別養護老人ホ
ーム　あっとほ

ーむ若葉�

TEL0767-53-8
701　　FAX07

67-53-8715

�

創刊して以来の編集スタッフで作成するのは今回で最後になりました。�

次号からは新しいメンバーで新たなイメージの「わかば通信」を作って�

いきますので皆さん楽しみにしていて下さい。�

編
集
後
記�

社会福祉法人　能登福祉会　本部�
TEL0767-53-8700　　　　FAX0767-53-8715

指定居宅介護支援事業所�特別養護老人ホーム　あっとほーむ若葉�TEL0767-53-8703　　FAX0767-53-8717

養護老人ホーム
　あっとほーむ

若葉�

TEL0767-53-8
702　　FAX07

67-53-8716

社会福祉法人　能登福祉会�

�

〒926-0014　石川県七尾市矢田町22号七株田12番地5（通称、矢田町松尾台）�

指定介護老人福祉施設�
特別養護老人ホーム　あっとほーむ若葉�

TEL0767-53-8701（代表）　FAX0767-53-8715

七尾市在宅介護支援センター　あっとほーむ若葉�
TEL0767-53-8713　　FAX0767-53-8717


